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消 防 安 第 1 9 5 号

平成 16年 9月 17日

各都道府県消防防災主管部長

東京消防庁 ・各指定都市消防長

消防庁防火安全

「防炎表示者登録要綱」等の一部改正について

消防法施行規則の一部を改正する省令 (平成 16年 総務省令第 54号 )に よる関係指定

機関の登録機関化に伴い、平成 16年 9月 17日 総務省令第 115号 により登録確認機関

が登録されました。

これに伴う所要の規定整備等を図るため、下記のとおり標記要綱等の一部を改正します

ので通知します。

また、このことについて、貴都道府県内の市町村にも周知いただくようお願いします。

1 防炎表示者登録要綱の一部改正

「防炎表示制度の運用について」(平成 13年 2月 6日 付け消防予第42号 )別 添 1の

「防炎表示者登録要綱」の一部を次のように改正する。

第 2、 1(2)、 同2(2)及 び (3)並 びに同3(1)中 「指定確認機関」を 「登録

確認機関」に改める。

第 3柱 書中 「別記様式第2の 変更届出書により」を削り、第3、 1の見出しを 「変更

届によらない場合」に改め、同 1中 「新たに申請」を 「、新たに登録申請」に、「廃業」

を 「廃業等」に改め、同2の 見出しを 「変更届による場合」に改め、同2の 見出しの次

に次の柱書を加える。

次の変更は、別記様式第2の 変更届出書により届出を行うものとする。

第 3、 2(2)① 中 「品質管理のための設備及び器具」を 「品質管理のための機器」

に改める。

第 3、 3の 見出しを 「登録事項変更届の受理」に改め、同3(2)中 「指定確認機関」

を 「登録確認機関」に改める。

第4(見 出しを含む。)中 「廃業」を 「廃業等」に改める。

第 5、 1中 「指定確認機関」を 「登録確認機関」に改める。
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別記様式第 1中 「別記様式3ウ

1」を 「別記様式第 7」 に、

「

4ウ 」を 「別記様式第3口 ・4口 」に、「別記様式7、

」 を

」に、

別記様式 9、3

別記様式 9、3

品質管理 (受入検査、払出検査を含む。)に 関するマ

ニュアルの有無

を

」に、

「lo」を 「9」 に改める。

別記様式第2中 「指定確認機関」を 「登録確認機関」に改める。

別記様式第3中 「廃業」を 「廃業等」に、「指定確認機関」を 「登録確認機関」に改め

る。

品質管理 (受入検査、払出検査を含む。)

に関するマニュアルの有無

受入、払出の記録を整理して保管する

ことができること

防炎性能の確認結果等の記録を整理し

て保管することができること

受入管理

払出管理

受入管理

払出管理

受入、払出の記録を整理して保管する

ことができること       
'
別記様式第 9



2 登録申請書作成要領の一部改正

「防炎表示制度の運用について」(平成 13年 2月 6日 付け消防予第42号 )別 添 2の

「登録申請書作成要領」の一部を次のように改正する。

第 1、 1中 「指定確認機関」を 「登録確認機関」に改める。

第 2、 1(4)中 「指定確認機関」を 「登録確認機関」に改め、同 1(5)の 見出し

を 「専門技術者配置説明書」に改め、同 1(5)中 「及び第 8」 を削り、「、別記様式第

7中 、専門技術者についての欄を空欄とする」を 「、当該説明書は不要である」に改め

る。

第2、 1(5)の 次に次のように加える。

「(6)防 炎物品の品質管理方法の説明書

別記様式第8に 基づいて作成したものであること。」

第2、 2(3)中 「別記様式第 7及 び第 8」 を 「別記様式第 9」 に改める。

別記様式第 1を次のように改める。



別記様式第 1

1 会社概要

申請者の営業概要

2会 社組織図

3施 設の概要

区    分 住 所 ・連絡先 備   考

自

社

工

場

下

請

工

場

資本金 (法人の場合)

創  業  年  月

従 業 員 数

円

　

月

　

名

千

連    絡    先
担当者 (役職 ・氏名)

電 話 :     一

備考  この用紙の大きさは、日本工業規格A4と すること。



別記様式第3の 備考 3中 「設備」の次に 「及び器具」を加える。

別記様式第4の 備考 3中 「設備」の次に 「及び器具」を加える。

別記様式第 5(表 題を含む。)中 「設備及び器具」を 「機器」に改め、同様式の備考3

中 「合板」を 「カーテン及び幕類以外」に改める。

別記様式第 6(表 題を含む。)中 「設備及び器具」を 「機器」に改め、同様式の備考3

中 「及び 「耐洗たく性能に係る試験機」」及び 「それぞれ」を削る。

別記様式第 7を 次のように改める。



別記様式第7

専門技術者配置説明書

下記のとおり防炎表示を付する者の登録の基準第 3第 4号 に規定する専門技術者を品質管理部門に置いています。

備考

1  この用紙の大きさは、日本工業規格A4と すること。

2 専門技術者の 「氏名」の下に、所属部署を記載すること。

3  「学歴」の欄には、工業化学等に関する学科又は課程を修了した学校名又は課程名を記載 し、卒業証明書

(写)を 添付すること。

4 「防炎処理又は研究の従事期間」の欄には、防炎処理又は研究に従事 した年月数を通算して記載すること。

5 登録基準第 3、 4(1)及 び (2)に 該当しない者を専門技術者とする場合には、備考欄にその旨を記載し、

その者が防炎加工のための知識及び技能を有することを証する書類等を添付すること。

記

氏   名 生 年 月 日 住   所 学   歴
防炎処理又は

研究の従事期間
備  考



別記様式第8の表題を 「防炎物品の品質管理方法の説明書」に改め、同様式l② (見

出しを含む。)中 「役職」の次に 「及び氏名」を加え、

「品質管理責任者  (所属) (役職)     」を

「品質管理責任者  (所属)      (役職)

(氏名) 」に改め、

同様式2(2)中 「指定確認機関」を 「登録確認機関」に改める。

別記様式第 8の 次に次の様式を加える。



別記様式第9

防炎物品の受入管理及び払出管理方法の説明書

1 解
撤 糖 艶 鋼 撤 め に行うとと拡 2 の様式卿 は 吹 その内容を譲

する。)

2受 入及び払出の記録の様式

(様式の一例)

年 月 日

防 炎 物 品

の

種類及び名称

受  入 払   出 庫

量

在

数 備  考

数量 受入先 数量 払出先

備考 この用紙の大きさは、日本工業規格A4と すること。



3 防炎表示を付する者の登録の基準等の運用上の留意事項の一部改正

「防炎表示制度の運用について」(平成 13年 2月 6日 付け消防予第42号 )帰U添3の

「防炎表示を付する者の登録の基準等の運用上の留意事項」の一部を次のように改正す

る。

第 1中 「指定確認機関」を 「登録確認機関」に改める。

第 2、 1(4)中 「第 4条 の3第 3項 、第4項 及び第 5項 」を 「第4条 の3第 4項 か

ら第 7項 まで」に改め、同 (5)中 「別表第 1」 を 「別表第 1の 2の 2」 に改める。

第 3、 1中 「第4条 の4別 表第 1」を 「別表第 1の 2の 2」 に改め、同4中 「及び第

7項 」を削る。
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′
叫ぶ翠

′
廼胆ばｋ換誕　【

Ｄ淫藤Ｇ蟻綱　Ю無

。
や卜刃Ｇやや卜憲瑠ＷＯ対逆（【）∞

′
ぺ無

′
二建やＤ翠

Ｇ庫Ｇ態調革↓Ｗ二報逆細ぶ捉とばやヨ嘆黙眠荒↓出叫使退翠　田

。
二捉ミ判逆↑ヽ↑建逆世ＥＲ蝉

′
後やト

対Ｇθや■ヨ蝶やヨ喫探眠Ｗ仲や矩対帥維＝購調革↓神やい対牟

ヽＤ維＝却聴紺逆楔採／，建や帥ば窓Ｇ鰹黙起区耕ぼ思Ｇ醒翌　【
０
や

卜刃Ｇｐやヨと喫や皿楔Ｄ黙眠

′
いヽ逆帥ョ喋黙眠Ｇ神やトセＮ

に柊恵ぶＧ∞無招撻鮮式連逆神ぶ↑ｔや帥思思Ｇ鰹黙起区やぶ牟

峰却維■逆楔採

′
二建却ぼ窓醒翌

′
矩ぶや卜黙眠絶神世ミ判態調

ヨ唄黙眠　寸無

（曽）　　（母

。
や〔用

対日や倉栄やむ帯遭区韓羅響慨増蕊洲趣Ｗ●飛逆知本時二▼

ミ拘やＶ二程逆ョ喫ＧⅨ窓趣区癌ば窓終ョ唄Ｇ皿や二Ｗぃ峰

抱苺赳０■Ｇ篠摺Ｇ謎翌く退逆田整縫摺慨理百↓ｐ対母↑建Ｎ

鼠瑠ＶＯ難せ（再）困

′
困無

′
連和対や盆縫刃や増やば態やく

剛終憩電Ｇぼ思

′
逆舶対↑峰却細揺Ｇ（【）荒↓コ叫ｋぶ翠　（困）

（曽）　　（【）

翻ばＧ喋ば窓紳電購調　∞

（曽）　③ｌ⑥

榛

（智）　　寸―い

（智）　　（困）・合）

。
や卜用Ｇや↑峰却細羅Ｇ軽睡駅肺

′
Ｖ

二Ｑ逆韓理蕊邪′
廼杓対世せＮ群理ＧＶ二Ｑ理神に穏購胡や生

瑠逆巡

′
β糸神Ｇ翌ＧＷ睡釜驚響購胡

′
叫ぷ翠

′
連Ｍ叫ｋ還翠　【

Ｄ翠摩Ｇ聴紺　ゆ無

。
や卜対Ｇやや■思瑠Ｗ分難逆（【）∞

′
困無

′
二せや０翠Ｇ

麟Ｇ蟻細荒↓Ｗ二相逆く回
ぶ程とばやヨ唄帥鍬眠荒↓出叫ｋ退翠　困

。
二世ミ判逆↑ヽいに逆皆匝Ｒ蝉

′
後や■対

Ｇややトヨ蝶勲ヨ唄帥黙眠Ｗややや刃帥維＝態湖荒↓神や卜用牟

ヽＤ維＝や聴胡逆程様／，ｔや貯は思Ｇ鰹黙連区斡は思Ｇ醒贈　【

。
や■

用Ｇややヨと唄や皿世Ｄ柿黙眠

′
金ヽ逆帥ョ唄耕黙眠Ｇ神やトセＮ

に穏巡ぶＧ∞無γ増耐頭連逆ぐぶ↑館Ｎ柿ぼ窓Ｇ鰹黙連区くＥ
ぶ↑

ｔや牌■逆捉採／，ｔやは思醒鰹

′
矩ぶや■黙眠徒神程ミ拘態対

ヨ喫帥米眠　ヾ賦

（曽）　　（母

。
や■対

対日や盆栄や帥韓逆逮蓬縫憩態細蕊洲連ｗゅ鳩逆や本時二Ｗ

ミ判禅Ｗ二報逆ョ曖ＧⅨ窓連区橿ぼ窓徒ョ曖Ｇ皿やる）ゃ峰

や持東Ｄ母Ｇ雁響Ｇ謎翌く退逆区華確翠態細卜 す
↓ｐ対対牟峰Ｎ

釈熙ＷＯ難逆（Ｅ困

′
困無革↓杓対や盆縫刃や増やⅨ窓やく

田後紳ＥＧぼ態

′
逆和対↑峰Ｎ細謡Ｇ（Ｈ）荒↓距叫ｋぷ翠　（銀）

（智）　　（一）

翻ばＧ唄ぼ思暉肺態調　∞

（曽）　③ｌ①
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，
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。
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□一

（彗）

。
対日劇Ｈ州期調矧釧醐制『剣嗣馴到側＝判綱闘『園到欄明ゴ
□「『劇料刑

準脱ミ

′
連▼いお逆碑黙時と螺逆（∞）「′
「無

′
程や

。
対

りや飛】Ｇつ収Ｄ窓撃Ｗ二仲調逆制劇倒因卜無係準緯ミ

帥罫謡Ｇ

（ゆ）

。
対日や■ヨ瑠逆伸叫ｋ退翠ｓヽ逆（困）「

′
銀無曜陣態細神に穏巡ぶや照帥や卜緯や皿ＧＷ

′
延逆類ぶ

や二ＶＤ刃用対や伸牟峰逆豊軽謹逆逮塞縫憩投製Ｎ縫響Ｇ

選翌くぶ

′
報や

。
刃りやトセＫＮ帥罫羅Ｇ耕韓整Ｇ副迎甑Ｅ 巨

楔Ｄ岱豊▼二や鞘逆ｏ無連区ゆ総柘撻脱ミ逆刃句念図Ｇ躙

黙荒ヽＷＱミ逆やぶや卜用対日↑峰い皿Ｎ篠響Ｇ謎翌巡基

Ｗ二い逆齢韓韓Ｇ副蜘ＭＥ 置

（彗）　　（∞）！

（響）

Ｖ二Ｑ理照帥セ熊

（飾ぎ）　　　　∞　・　困

（翌）　　（寸）―（こ

。
対日

やヽ逆巡

′
二鰹逆Ｇやや告瑠理「（
。
いる対「難珊購綱」トベ

。
い

の総時報性ぷ翠貯困Ｈ電併）士や盆慨Ｎ照帥セ熊や杓ｐ絶刃用や

ベゼＷぃやや照帥や■緯や対日捉Ｄや苺煎母逆睡韓篠響投理わ

恵期珊Ｇ態胡Ｇ神やトセＮに穏悪速」連鰹探ＧミヤミＷ

′
雫や
。
対”

わ田ｐ置○やＷ“■Ｇやや■洲蕊Ｇやヽ寸β糸【荒↓軍Ｇ躙黙

Ｗ二Ｑ逆帥維＝

思郎ぶ蛙帥牌＝態湖

困
‐

賦

H
W

無

榛

（習）

ｃ
式日やべやＧづ楔０想尊Ｗ二御珊逆∞怒招盤憾ミ

側副料判酬劉判母剰創劇

―

斜判

。
対用甜判剰洲Ⅵ

剛Ｈ封側剖調樹刑

′ ―
起Ｗｏ飛逆瑠黙やと瑠逆（∞）「′
【賦

′
程や

。
対日や増やＧつ収Ｄぶ豊】二や珊理卜無官控耐ミ

帥罫謡廻目神鯉ぷＥ貯　（０）

。
刃対や■ヨ蝶逆出叫ｋ基翠金ヽ逆（田）【

′
∝無曜郎聴胡神に穏悪墨却照帥や■鰐押皿ＧＷ

′
連逆やぶ

や二ＷＤ刃刃日やコやｔ逆還還鍵逆睡整雁翠態胡却縫摺Ｇ

選翌慧退

′
程禅

。
対りやトセ時や帥答謡Ｇ貯韓整Ｇ副迎ＭＥ Ｅ

世Ｄ電尊Ｖ二ゆ調逆ｏ無連区ゆ恐官撻購式逆対句念因Ｇ鰹

黙荒↓Ｗぃ飛逆ぐぶや■用対”や建β皿申熊翠Ｇ謎翌く退

Ｗとい理計韓華Ｇ田蜘取嘔

（警）　　（∞）―

（曽）

Ｗとい逆照帥セ熊

（飾首）　　　　∞　〕ヽ困

（智）　　（ヾ）！（再）

。
対日

やヽ逆慈

′
二鰹逆Ｇやや各襲逆「（
。
牟二刃「難鞘態胡」トベ

。
い

の賦にむｋぶ翠貯困Ｈ侭悌）せや盆慨Ｎ照帥セ熊や杓や後対日や

尺ゼＷｐｐや照帥や卜緯Ｎ対日楔ＯＮ持東母遭鰹整縫摺蟻胡わ

恵期淵Ｇ態対Ｇ神や■セＮに柊巡ぷ」連鰹黙ＧミやミＷ

′
報や
。
刃日

伸国ｐ置ＯＮＷ“■Ｇつや■洲蕊Ｇ】柄ｗβ糸ギ荒揮ヽＧ樫黙

Ｗ二Ｑ理帥維母

懸榔電撃帥牌＝蟻調

困
‐

賦

H
ヾ

賦



口一

。
対日

や鳴やＧｐ楔Ｄ侭撃Ｗ二や調逆∞態わ巡卜黙官撻耐ミ

帥罫謡Ｇ弾Ｒ翻蝕ョ苺わ嵐副迎くばＧ唱§く基　（∞）

（蟹）　　（困）・ａ）

様

。
刃日や増やＧや楔０電せＷ二ゆ調遭ｏ黙官増脱京

帥ぷ濡Ｇ弾Ｒ副迎ョ革わ巡酎蝕くばＧＥＥ尽悪ぷ　（∞）

（曽）　　（銀）・ａ）
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。や

的Ｐ条刊りや求ゼＰ円”●学と濃中雲思Ｇ】と↑逆車ＨＳ分貿

●学４セ弾翌翠悪ぶ

′
芝ヤと↑ツ０口Ｇお代Ｇ台求や■↑ｔ申ど翠窯さャ↑ヽ】ＨおおＸｇ母′
Ｄ世捉

．
コ”０■Ｓ口やお代Ｇ害車やまＧＬＢ芝ＸＳ鰐お螺雄代Ｇ客ポや■いと中翌翠怒さャ↑ヽＬ中輸出ＸＳ鰐
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（
。
やヽサ細督ｇ革６ぬ【００Ｎ切【「中窯株ＨＫ回≡ｓ。
や■〕アミで督申告報Ｇ曖寡，
おＲＳｓ魯帥採）

〈

，や年比
残でほ仰☆機Ｇぶ津答Ｇ寺ギ母母言窯岱やや”☆ｒＳ鞭学〉

章押慣辞わ真招Ｒ樹尊　０

（
‘
張代革海や々

慨】森６岳承晏０■６６‘】■Ｓ窯お督電さな”窓。や
字ロタ食対ぷ弾４，いｓ単望お代お革ヽ谷ヽＳ狩弾榔奪〉

掛的榔辞め輝口率旧祭０

残抵Ｇ劇ど〈【）

器驚樽将　ω



神　ｇ瑠領
Ｂ料」ヽ

求おヽ増急

て　獣

僚ッヘＨ野癌壊甲本電景得

４谷窯さ

田　眠　貯

（昼ＩＧ招樺）

昭幹０域蝉Ｇ現苺わ区く照い

（
，
ぐ■

薫翌却陣電Ｇゃ′ぶ、思墓６招韓Ｇ酎　′出つ対円いｔ出
か騨地蜘帥鞠塩話憶螂鍋晩ｑ燃錦螺影鱗や「

伸雰おＧ英Ｒ糾伸お導も蔦騨仰く駅Ｇ明揮くぶ

０」車拓率やｕ曽映



回一

（曽）　　ЮＩペ

（曽）　　（ｏＥＩ（母

。
対日やミｐＧｐ二禅Ｄ郎Ｎ整

懇稲〉楔ぷ革↓Ｖｏミ遭神米製憩ＧぐぶＧ日メ代やや刃判日

■セＮにぷ楔Ｄ隅セや「田思巡速榔廷ぐぶ楔ＯＮ騨ぷ」や牟

Ｇ官準Ｇに終ヽ還Ｇ【黙穏東頭黙石↓Ｖ二Ｑ逆茶寒Ｇ翌ＧＷ

翠ギや増やＥ 富さく還二やややや韻経謎翌〉楔翠虐担区英終

Ｇ翌ＧＷぎ辞るやＤぐ瑠望耕関Ｇ翌翌〉世ぷ笹

′
堀禅

。
刃日

やミｐＧやや杓】眠選逆ぷ枢〉世ぷ

′
歴Ｇ念洲有↓Ｗ二Ｑ逆

Ｇつせ倉羅刃や卜無Ｎ選却Ｇ判ぺ貯匝刃韓〉程ポや■類廻

逆耕珊蕊洲メ代ｋ基運やＶゅ鳩ｐＧや二禅Ｄ細捜逆難鞘Ｇ整

ヽハ‐‐十
分ふやぶ生わ巡蓬〉程ぷ二選Ｋや盆捜望∞懇Ｇ難

鞘Ｇ翠翌〉楔ポ建

′
連Ｗ二Ｑ逆韓〉投翠や二ＷＤ雲選出ぷ　（ゆ）

。
対日や増やＧや牟二や駅韓禅郎穏ミヤ

ミＷＷＯ壇逆衰鰹Ｇ鉢福螺寒翌ＧＷＩふ―冬ハ体′
幹獣翠項

回Ｌ廻部懇枢螺装や卜製緊理暉ゆ慧わ貞暉寸無′
暉∞賦∞Ｇ

熙剖劇（
。
や二剰「訳緊」卜ぶ

。
いｏ眼ぐ押翌皿貯ｏ∞儒智

）頭緊峰螺弾ぶ翠

′
廼刃韓整Ｇ盆楔や卜製露却避迎巡ぷ　（ヾ）

（智）　　（∞）―（こ

神黙型認Ｇ∞無排珊購調　【

暉肺授卸Ｇ引眠職Ｇ難珊Ｇ態劇Ｇややトセ母に穏怒ぶ　田無

。
や■対Ｇやや盆投や暉肺鞭印やや刃陣壇Ｗゃ捉鳩逆や卜眠興や

「（
。
牟二刃「難悶Ｇ選翌〉楔ぷ虐」卜本

。
いギ戸無にむに基淫貯∞寸

健翌）難珊Ｇ避翌〉楔ぷ虐や懸逆選翌巡ぶ」わ隠「（
。
↑二対「難鞘

購細」卜蚕

。
いｏ無にむｋぷ輝貯ω再優併）せや倉慨や螺帥セ態や

和ｐ終刃日や尺ゼＶぃつＮ照帥や卜鰐却剰日世ＤＮ苺瑠■逆睡韓

紺劇田判わ窓難珊Ｇ購紺Ｇ神やトセやに柊悪基」革↓暉肺胆蜘Ｋ

皿規　Ｈ無

暉帥授卸Ｇ引眠職Ｇ針排調Ｇ球調Ｇ神やトセやに柊悪退

擦

（智）　　ЮＩは

（曽）　　（ｏＥＩ（ｏ）

。
刃日や増やＧつとやめ郎Ｎ聾窓福〉翌

翠

′
連Ｗｏ鳩理却米親黙Ｇ韓ぺＧ日′
後やや対判用■セＮに

穏楔Ｄ醍セや「副まま還ぷ壺ぐぺ楔Ｄや騨ポ」ややＧ招準Ｇ

に楳巡ぶＧ困Ｇ困Ｇ【賦憾頭霞黙荒↓Ｗ二Ｑ翌交装Ｇ翌Ｇや

辞ギやミｐ嘔ぶく還二やや建Ｎ韻枢選翌〉捉ポ虐連Ｘ窯装

Ｇ翌ＧＷ寮報二やＤぐ掴逆難輛Ｇ選ぎ〉楔ポ奎

′
報や

。
刃日

や潟やＧやや杓や賢選里懇稲〉投ポ

′
題Ｑぐ新

′
担Ｖ二●逆

Ｇややｅ縫刃や■無Ｎ避却Ｇ引蚕貯亘刃華〉紀ポや■ぐ壇

理耕珊蕊洲″″ ′
代士遼翠ｐＷゃ増やＧｐ二禅Ｄくコ
瑠逆耕珊Ｇ整

へヽ川―ひふやい生わ巡華〉世翠ニポ業や盆翌遭∞慧Ｇ叢

閑Ｇ選翌〉投翠連

′
連Ｖ二Ｇ遭整〉楔ポや二ＷＤ喪選逆ぷ　（崎）

。
刃日やミｐＧや↑二申駅韓や陣壇

ミやミＷＷω壇逆ミ鰹Ｇ韻謡蟹襲翌ＧＷＩふ～冬ヽ体′
韓獣

翠蝉理

′
廻ぷ韻稲螺寒や卜投黙理やヽ暉卜無β糸暉寸無∞Ｇ

悪寸恐（
。
いる刃「頭緊」トベ

。
いｏ無ぐ神規皿貯ｏ∞健智

）頭黙峰螺弾ぷ躍

′
連刃韓整Ｇ盆楔や卜投悪Ｎ避翌悪ぷ　（ヾ）

（曽）　　（∞）―（【）

神黙判酬Ｇ∞恐難調聴調　ギ

暉帥鞭印Ｇ封眼職Ｇ難珊Ｇ購紺Ｇ神や■セＮに柊慧還　田慧

。
や卜刃Ｇやや倉慨や暉帥鞭即やや刃郎壇Ｗゃ捉飛逆や卜眼卿Ｎ

「（
。
↑二刃「難調Ｇ選翌〉世ポ虐」トベ

。
いＨ＝無に帥ｋぶ翠貯∞ヾ

黒嬰）難鞘Ｇ翌翌〉楔ポ虐や撃理避翌巡ぷ」わ尽「（
。
牟二対「難閑

購綱」卜本

。
いの賦に類ｋぶ翠貯困諄窓併）士や盆慨Ｎ照帥せ葉や

和ｐ絶対りや尺ゼＶｏｐや照帥や■緯Ｎ対り楔め抱苺瑠■逆睡韓

紺劇輔劇わ区難珊Ｇ聴綱Ｇ神や■セＮに柊慧昼」荒↓暉肺胆卸く

蜘捜　辞無

暉帥授卸Ｇ引眠卿Ｇ帥難珊Ｇ聴紺Ｇ神やトセＮに穏く基



田一

（讐）　　ｗ慧

（讐）　　のＩЮ

。
刃日■螺却廻理や卜引ぶやミ）聾Ｇ田眠Ｇ冬韻経盆０

糸β鳩

′
廼Ｗｏ鳩逆博やミＧミＷ報卜
型やミｖ廼二Ｄ榊メ使やミ

ｐＧつ世Ｄ理や却ミ）廼Ｇ博やヽ理〉投ぷ荒Ｇヽや二Ｖゅ禅〉拘

＜Ｑ年ミユｌｘふヽ料崎国民金ヽ拘杓＜Ｇ
巡Ｇぷ枢送態や二Ｗ

め慨緊逆暉卜無わ巡暉ｗ無∞Ｇ態ｗ無霞緊メ代拘拘くＧ苺韻経　寸

（聾）　∞―困

。
対日

や増やＧやＧ盆楔や卜慨軍や糸拘イトセやミ年二′
やいＧ官撻Ｇ

に穏巡ぶＧ照碑ヾや各熙逆引瑠田剰剖倒瑠剖劇頭緊逆（照峠や■

照逆ミ日翌ＧＷヽトー長）唱ぶく墨′
題難珊選翌〉楔ポ進Ｇ日　【

‐　暉肺胆蜘Ｇ引眠職Ｇ難閑Ｇ謎翌〉楔ぷ虐や懸理選翌く基　∞無

榛

（翌じ　　　寸悪

（進ヨ）　　の―ゆ

。
対日■螺や刷拠や卜料ぶやミ）理Ｇ田ЩＧ

苺ぷ稲盆０余β埒荒↓ＶＱ鳴逆やや代ＧミＷ報■
製Ｎミψ廼二Ｄ

榊

′
後や増やＧや楔Ｄ理ややミψ廼Ｇ博やヽ逆〉楔螺′
起Ｇやニ

Ｗゃや〉杓＜ｐ徳ミユｌｘふヽ申ゆ田Щ金ヽ判
拘くＧ巡Ｇ還枢

獣装や二ＷＤ投緊逆暉寸賦∞Ｇ熙ｗ無頭螺メ代門杓くＧ苺懇稲　ヾ

（曽）　∞―困

０
対

日やミ】ＧやＧ盆世や卜慨平や糸和イトセやミ年二′
やいＧ官準

Ｇに柊巡ぶＧ照鰹ヾや各瑠逆ヽＧヽＧ■無様ミ訳緊逆（螺眸やト

照遭ミ用翌ＧＷヽトーベ）鴫ぶく還′
連難珊謎翌〉捉ポ虐Ｇ日　Ｈ

暉帥距卸Ｇ引眠瑠Ｇ難珊Ｇ避翌〉程ポ虐や懸逆選迎悪ぶ　∞無



別添 1

防炎表示者登録要相

第 1 趣旨

消防法施行規則 (昭和 86年 自治省令第 6号 。以下 「規則」という。)第 4条 の4第 1項第
1

号の防炎表示を付する者(以下 「防炎表示者」という。)の登録については、規則第4条 の
4第 2

項から第 7項 及び第4条 の5第 2項 に定めるもののほか、この要綱の定めるところによる。

第2 登録申請

1 消防庁長官への申請

(1) 規則第 4条 の4第 2項 の規定により防炎表示者の登録の申請をしようとする者 (以下
「登

録申請者」という。)は 、登録申請書作成要領により申請書及び添付書類 (以下
「申請書

等」という。)を 作成し、消防庁長官に申請をしなければならない。

(2) 登録確認機関に防炎性能の確認の申込み (規則第4条 の5第 2項 の規定によるも
の。以下

同じ。)を する場合に、その旨を証する書類として添付する書類は、当該登録確認機関が発

行したもので、次の事項が記載され、登録申請者及び当該登録確認機関の印が付された書類

又はその写しであること。

ア 登録申請者の名称、住所

イ 登録確認機関の名称

ウ 確認の申込みを受けた年月日

工 確認を行う防炎対象物品又はその材料の種類

オ 確認の対象となる業種

2 消防庁長官による登録の審査

(1) 消防庁長官は、 1(1)の 申請を受理したときは、申請者が防炎物品の製造、処
理、裁断、

施工、縫製又は輸入販売 (以下 「製造等」という。)を 行う工場、事業場又は店舗 (以
下

「事業場等」という。)の所在する全ての市町村について、その区城を管轄する消防本部
の

消防長 (消防本部を置いていない市町村にあっては、市町村長。以下同じ。)に 対し、通知

をすることとする。

(2) 消防長は、 (1)の 通知を受けたとき、申請内容の確認等を行い、消防庁長官あ
てに当該

通知に係る登録についての意見を提出することができる。なお、意見書の記載内容
について

は、別記様式第 1を参考とする。また、意見書を提出するにあたつて事業場等に調査を行
う

ときには、当該調査の対象となる申請者が規則第4条 の5第 2項 の規定に基づき登録確認機

関に申込みをしている場合に登録確認機関の調査を同時期に受けること等があるの
で、申請

者の負担軽減に配慮するものとする。

(3) 消防庁長官は、登録の申請を受けたときは、登録申請者が 「防炎表示を付す
る者の登録の

基準及び登録確認機関に申込みをしたことを証する書類をもって代えることができ
る添付書

類を定める件 (平成 12年 消防庁告示第 9号 。以下 「登録基準」という。)」 に適合す
るか



どうかについて審査 し、その結果に基づき、登録申請者を防炎表示者として登録するかどう

かを決定するものとする。

3 登録手続

(1) 消防庁長官は、 2(3)の 規定による登録の審査が終了 したときは、登録申請者、 2

(1)に よる通知を行った消防長及び登録申請者が登録確認機関に防炎性能の確認の申込み

をし
'
ている場合にあっては当該登録確認機関に対し、その結果を通知するものとする。

(2) 消防庁長官は、 2(3)の 決定により規則第 4条 の4第 1項第 1号 に規定する消防庁長官

の登録を受けた者 (以下 「登録表示者」という。)に 対 し、次に定める業種番号、地区番号、

業者番号により登録者番号を付与するものとする。

ア 業種番号は、業種別により次のように区分する。

(ア) A・ ・・登録基準第3の 製造業者

(イ) B・ ・・登録基準第 5の 製造業者又は防炎処理業者

(ウ) C・ ・・登録基準第4の 防炎処理業者

D・ ・, 〃 (吹き付けにより防炎性能を与える者)

(工 ) E・ ・,登録基準第7の裁断 ・施工 ・縫製業者

(オ) F・ ・・登録基準第6の輸入販売業者

イ 地区番号は、各都道府県ごとにそれぞれ次のように区分するものとする。

①一北海道  ②一青 森  ③一岩 手 ④一宮 城 ⑤―秋 田

⑥一山 形  ④一福 島  ③一茨 城 ◎一栃 木 ①一群 馬

①一埼 玉  ⑫一千 葉  ③一東 京 ①一神奈川 ⑤―新 潟

⑮一富 山  ①一石 川  ①一福 井 ①一山 梨 ①一長 野

④一岐 阜  ②一静 岡  ④
一愛 知 ②一三 重 ④―滋 賀

④一京 都  ④一大 阪  ④
一兵 庫 ④一奈 良 ①一和歌山

①一鳥 取  ②一島 根  ①
―岡 山 ⑭一広 島 ①一山 口

①一徳 島  ①一香 川  ①
一愛 媛 ③一高 知 ④一福 岡

③一佐 賀  ②一長 崎  ④
―熊 本 ④一大 分 ④一宮 崎

①一鹿児島  ④一沖 縄        
・

ウ 登録者番号の表記方法は、次の例によるものとする。

業種番号 地区番号 業者番号

A 一 ①  千 1

第3 変更届出

登録表示者は、規則第4条 の4第 5項の規定により、申請書等に記載した事項を変更しようと

するときは、次に規定す
。
る方法で、別記様式第2の変更届出書により消防庁長官に届け出るもの

とする。

1 変更届によらない場合

次の場合には、変更届出で処理することなく、新たに登録申請を行うものとし、合わせて第4



に示すように、廃業等届出を行うものとする。

(1) 個人として登録されている者の場合の名義変更若しくは法人への組織変更、法人として登

録されている者の場合の組織変更(有限会社から株式会社への組織変更等をいう。)又はその

他の同様の組織変更の場合

(2) 防炎物品の製造等の業種を変更、追加又は削減する場合

2 変更届による場合

次の変更は、別記様式第 2の 変更届出書により届出を行うものとする。

(1) 申請書の記載事項の変更

① 申請者の住所(住居表示の変更によるものを除く。)

② 代表者氏名

③ 名称

④ 裁断 ・施工 ・縫製業以外の場合には、表示を付そうとする防炎物品の種類の変更、追加

⑤ 工場、事業場又は店舗の変更、追加。下請、委託等に係るものを含む。

⑥ 工場、事業場又は店舗の住所変更及び名称変更

(2) 申請書の添付書類の変更

① 防炎性能を付与するための設備及び器具の変更又は品質管理のための機器の変更に
ついて

は、同機種同等品との交換は含まないものとする。

② 品質管理組織

ア 品質管理組織を有するものは、申請書等に記載されている部門、構成、人員、職務内容

について変更を行う場合。ただし、人員増、職務内容の増加に伴う構成変更については必

要ないものとする。

イ 品質管理部門を有しないものにあっては、申請書等に記載されている責任者の職名及び

氏名について変更を行う場合。ただし、責任者の人員増については必要ないものとする。

③ 防炎物品の品質、防炎性能に関係する資材の受入検査基準、防炎物品である製品の検査基

準、防炎性能の確認の方法及びこれらの結果の記録方法についての変更。

④ 申請書等に記載されている専門技術者の変更。ただし、増員の場合は含まないものとする。

3 登録事項変更届の受理

(1) 消防庁長官は、登録の変更の届出を受けたときは、変更事項が登録基準に適合するかどう

かについて調査し、登録内容を変更する。

(2) 消防庁長官は、 (1)の 調査を行うときに、変更の内容が重大な変更であると認めるとき

は、第 2、 2(1)に 準 じて通知を行うとともに、登録確認機関に防炎性能の確認の申込み

を行っている旨の届出が変更前又は変更の届出においてなされている場合にあっては当該登

録確認機関に報告を求めることとする。

(3) 消防庁長官は、 (1)の 規定により登録内容の変更を行ったときは、第 2、 3(1)に 準

じて通知するものとする。

第4 廃業等届出



登録された者が廃業する場合、組織変更を行い、新たに申請を行う場合又は業種の変更等を行

う場合には別記様式第 3の 防炎表示を付する者の廃業等届出書により、廃業等した旨を届け出る

ものとする。

1 組織の変更等又は業種の変更等を行い、新たに登録を申請しようとする者は、登録申請書と合

わせて廃業等届出を提出するものとするが、極力同時に行うようにされたい。

2 消防庁長官は、廃業等届出を受けた場合においては、登録の取消しを行い、第 2、 3(1)に

準 じて通知するものとする。

第5 登録の取消し

1 消防庁長官は、消防長、登録確認機関その他の者から、次に掲げる登録表示者についての情報

を得たときは、当該情報について、事実関係の調査を行うものとする。

(1) 防炎性能を有していない物品を防炎物品として製造等している登録表示者

(2) 規則第 4条 の4第 6項 の各号のいずれかに該当している登録表示者

2 消防庁長官は、 1の調査の結果、登録表示者が規則第4条 の4第 6項 第 1号又は第 3号 に該当

していることが明らかとなった場合、当該登録表示者に対し適切な改善計画の提出を求めるもの

とする。

3 消防庁長官は、登録表示者が次のいずれかに該当する場合には、当該登録表示者の登録を取り

消すものとする。

(1) 2の 改善計画を提出しない場合

(2) 提出された改善計画による改善が困難であると認められる場合

(3) 改善計画が実施された後も規則第4条 の4第 6項 第 1号又は第 3号 に該当している場合

(4) 1の調査の結果規則第4条 の4第 6項 第 2号 に該当することが明らかとなった場合

4 消防庁長官は、登録の取消しを行ったときは、その旨を官報に公示するとともに、第 2、 3

(1)に 準 じて通知するものとする。



別記様式第 1

防炎登録に関する意見 (例)

消防庁長官 殿

消防本部    消防長  印

平成   年   月   日

申  請  者

住  所

申請者名

T

代表者名

(担当者名) 電話番号

区   分 項 目 添付書類上の

記載箇所

評価 備考

基

礎

的

体

制

防炎性能を

与える設備

等

１

　

２

　

３

鑑別に必要な器具の有無

防炎薬剤の調合に必要な器具の有無

防炎性能を与えるための設備等の有無

別記様武第3イ・4イ

別記様式第3口'4ロ

別記様式第3ハニホ

4ハ

専門技術者 ４ 所定の専門技術者の配置の有無 別記様式第7

品

質

保

証

体

制

品質管理の

ための設備

等

5

6

防炎性能測定機器の有無

耐洗たく性能に係る試験機の有無

別記様式第5イ・6イ

別記様式第5ロ

７ 品質管理 (受入検査、払出検査を含

む。)に 関するマニュアルの有無

別記様式第8

受入管理

払出管理

８ 受入、払出の記録を整理 して保管する

ことができること

別記様武第9

その他
９ 適合 ・不適合品の分別ができること

評 そ

価 の

の 他

理 意

由 見

等

備考

1 「評価」欄には、各項目が申請書等と相違がないときに○印を、相違があったときは
×印をつける。

2 ×印を付けたときは、その理由等を記載すること。



別記様式第2

備考  1 この用紙の大きさは、日本工業規格A4と すること。

2 防炎性能を与えるための処理、品質管理等のための設備又は機械器具の状況等を変更するときは、適宜

必要な書類を添付すること。

3 変更後に登録確認機関に防炎性能の確認を行わせる場合には、登録確認機関に確認の申込みをした旨を

証する書類を添付すること。

4 ※印の欄は記入しないこと

防炎表示者登録事項変更届出書

平成  年  月  日

消防庁長官 殿

届出者住所

T

氏  名 (法人の場合は、名称及び代表者氏名)

防災表示者としての登録事項を変更したいので、下記により届け出ます。

記

防炎表示者の業種

登 録 者 番 号

登録時又は前回変更後の

防炎性能の確認方法

(いずれかにO印 )

① 登録確認機関による。

啓録確認機関名 :

② 自ら行う。

変 更 事 項

変 更 前 変  更  後 変 更 理 由

※ 受 付 欄 ※経 過 欄



別記様式第3

備考 1 この用紙の大きさは、日本工業規格A4と すること。

2 防炎性能の確認方法の欄は、いずれか該当する番号に○印をつけ、登録確認機関に行わせることとして

いる場合には登録確認機関名を記入すること。

3 ※印の欄は記入しないこと

防炎表示を付する者の廃業等届出書

平成  年  月  日

消防庁長官 殿

届出者住所

,

氏  名 (法人の場合は、名称及び代表者氏名)

防炎表示を付する者としての業を廃業等したいので、下記により届け出ます。

住 所

法人の場合は名称

氏名

及び代表者 氏名

防久性能の確認方法 ① 登録確認機関 ( )に よる。 ② 自ら行うと

廃 業 等 す る 業 種

登 録 者 番 号

廃 業 等 理 由

※ 受 付 欄 ※経 過 欄



丹U材尽2

登録申請書作成要領

第 1 申請書について

1 業種の欄は、 1か ら4ま での該当するものすべてを○印で囲むこと。

なお、それぞれの業種は 「防炎表示を付する者の登録の基準及び登録確認機関に申込みをした

ことを証する書類をもって代えることができる添付書類を定める件 (平成 12年 消防庁告示第 9

号。以下 「登録基準」という。)」 に掲げるものに従い、次によること。

(1) 製 造 業 登録基準第 3の 製造業者又は第 5の 合板の製造業者

(2) 防炎処理業 登録基準第4の 防炎処理業者又は登録基準第5の 合板の防炎処理業者

(3) 輸入販売業 登録基準第 6の輸入販売業者

(4) 裁断 ・施工 ・縫製業 登録基準第 7の 裁断
・施工 ・縫製業者

2 表示を付そうとする防炎物品の種類の欄は、該当するものすべてを○印で囲むこと。また、防

炎処理業、輸入販売業については、防炎対象物品又は材料の別に 「材料」又は 「物品」を○印
で

囲むこと。 (両方とも取扱うものについては 「材料」及び 「物品」の両方を○印で囲む
こと。)

裁断 ・施工 ・縫製業については、表示を付そうとする防炎物品の種類を問わな
いため、空欄で

よいものとする。

3 防炎物品の製造、処理、裁断、施工、縫製又は輸入販売を行う工場、事業場又は店舗の名称及

び所在地の欄は、それぞれ製造、処理、裁断、施工、縫製、輸入販売の区分ごとにこれら
に対応

するすべての工場、事業場、店舗等の名称、所在地を記入するものであること。

この場合、申請者所有のもの以外のもの (下請け、委託等に関係のあるもの)に
ついては、そ

の旨をかっこ書きで記入すること。なお、申請書に書ききれないときは、別紙に記入して添付す

ること。

第 2 添付書類について

1 第 1、 1(1)か ら (3)ま でに掲げる業種にあっては、次によること。

(1) 申請者の営業概要

申請者の商号、資本金 (法人の場合)、 創業年月、従業員数、連絡先、会社組織
の概要

(法人の場合)、 主な施設の概要 (事務所、工場、営業所、倉庫、その他下請先の関連部分

を含む。)を 別記様式第 1に 記載すること。

(2) 登録基準第 2の 登録の欠格事項に該当しない旨の誓約書

別記様式第 2に 基づいて作成 したものであること。

(3) 防炎処理設備及び器具等の説明書

業種の区分ごとに別記様式第 3又 は第 4に 基づいて作成 したものであること。

(4) 品質管理の機器等について

防炎性能の確認を自ら行うこととする場合にあっては、業種の区分ごとに別記様式第
5又

は第 6に 基づいて作成 した品質管理の機器等の説明書を添付すること。なお、防炎性能
の確



認を登録確認機関に継続的に行わせることとしている場合には、その旨を証する書類を防炎

表示者登録要綱第 2、 1(2)に より消防庁長官に提出すること。

(5) 専門技術者配置説明書

別記様式第 7に 基づいて作成したものであること。なお、第 1、 1(3)に 掲げる業種に

あっては、当該説明書は不要であること。

(6) 防炎物品の品質管理方法の説明書

別記様式第 8に 基づいて作成したものであること。

2 第 1、 1(4)に 掲げる業種にあっては、次によること。

(1) 申請者の営業概要

申請者の商号、資本金 (法人の場合)、 創業年月、工場所在地、従業員数、連絡先、下請

業者の概要 (名称、住所、設備)を 別記様式第 1に記載すること。

(2) 登録基準第 2の 登録の欠格事項に該当しない旨の誓約書

別記様式第 2に 基づいて作成 したものであること。

(3) 防炎物品の受入管理及び払出管理方法の説明書

別記様式第 9に 基づいて作成したものであること。



別記様式第 1

1 会社概要

申請者の営業概要

2会 社組織図

3施 設の概要

区    分 住 所 ・連絡先 備   考

自

社

工

場

下

請

工

場

資本金 (法人の場合)

月
　
数

年
　
員

業
　
業

創
　
従

千円

月

名

連    絡    先
担当者 (役職 ・氏名)

電 話 :     一

備考  この用紙の大きさは、日本工業規格A4と すること。



別記様式第2

誓  約  書

申請者及び申請者の役員は、防炎表示を付する者の登録の基準第 2に規定されている

登録の欠格事項に該当しないことを誓約します。

平 成    年   月   日

氏  名 (法人の場合は、名称及び代表者氏名)

消 防 庁 長 官 殿

者
　
一Ｔ

請

所

申
　
住

印



別記様式第3(カ ーテン、布製ブラインド、幕類、どん帳、合板、工事用シ
ート)

防炎処理設備及び器具の説明書

区 分 名称 (型式) 寸法 ・能力 台数 備 考

防

炎

性

能

を

付

与

す

る

た

め

の

設

備

及

び

器

具

鑑別に必要な器具

防炎薬剤の調合に必要

な器具

浸演、脱水、乾燥設備

噴霧器

貼り合わせ設備、器具

備考

1 この用紙の大きさは、日本工業規格A4と すること。

2 「名称 (型式)」 の欄は、所有している機器ごとに列記すること

3 製造業者のうち防炎性能を与えるための処理を要しない生地、その他の材料を製造する者にあっては、
「防炎

処理を付与するための設備及び器具」の欄は記載しないこと。

4 「寸法 ・能力」の欄には、 「名称 (型式)」 の欄に記載されている設備又は器具の寸法及び性能の他に、その

設備又は器具によって防炎性能を付与するための方法及び設備又は器具の保守点検の方法を記載すること。

ただし、設備又は器具によって防炎性能を付与するための方法の記載については、防炎性能を付与する

ための工程についての資料を添付することで代えることができる。



別記様式第4(じ ゅうたん等)

防炎処理設備及び器具の説明書

区 分 名称 (型式) 寸法 能力 台数 備 考

防

炎

性

能

を

付

与

す

る

た

め

の

設

備

及

び

器

具

鑑別に必要な器具

防炎薬剤の調合に必

要な器具

(所有、その他)

ハ 均一に防炎性能を与

えることができる設備

備考

1 この用紙の大きさは、日本工業規格A4と すること。

2 「名称 (型式)」 の欄は、所有している機器ごとに列記すること。

3 製造業者のうち防炎性能を与えるための処理を要しない生地、その他の材料を製造する者にあっては、 「防炎

処理を付与するための設備及び器具」の欄は記載しないこと。

4 「寸法 ・能力」の欄には、 「名称 (型式)」 の欄に記載されている設備又は器具の寸法及び性能の他に、その

設備又は器具によって防炎性能を付与するための方法及び設備又は器具の保守点検の方法を記載すること。

ただし、設備又は器具によって防炎性能を付与するための方法の記載については、防炎性能を付与するための

工程についての資料を添付することで代えることができる。



別記様式第5(カ
ーテン、布製ブラインド、幕類、どん帳、合板、工事用シ

ー ト)

品質管理のための機器の説明書

区 分 名称 (型式) 寸法 能 力 台数 備  考

品

質

管

理

の

た

め

の
機

器

防炎性能測定機器

(所有、その他)

耐洗たく性能に係る

試験機

(所有、その他)

備考

1 この用紙の大きさは、日本工業規格A4と すること。

2 「名称 (型式)」 の欄は、所有 している機器ごとに列記すること。

3 カーテン及び幕類以外の製造業者又は防炎処理業者にあっては、 「品質管理のための機器」の欄中耐洗
たく性

能に係る試験機は記載しないこと。

4 「防炎性能測定機器」及び 「耐洗たく性能に係る試験機」の欄は、それぞれ該当する箇所に○印を付
し、 「そ

の他」の場合には、備考欄に機器借受先又は随時依頼する試験機関名を記載すること。

5 「寸法 ・能力」の欄には、 「名称 (型式)」 の欄に記載されている機器の寸法及び性能の他に、その機器
の品

質管理に対する使用方法及び校正の方法を記載すること。



別記様式第6(じ ゅうたん等)

品質管理のための機器の説明書

区 分 名称 (型式) 寸法 ・能力 台数 備 考

品

質

管

理

の

た

め

の
機

器

防炎性能測定機器

(所有、その他)

備考

1 この用紙の大きさは、日本工業規格A4と すること。

2 「名称 (型式)」 の欄は、所有している機器ごとに列記すること。

3 「防炎性能測定機器」の欄は、該当する箇所に○印を付し、 「その他」の場合
には、備考欄に機器借受先又は

随時依頼することができる試験機関名を記載すること。

4 「寸法 ・能力」の欄には、 「名称 (型式)」 の欄に記載されている機器
の寸法及び性能の他に、その機器の品

質管理に対する使用方法及び校正の方法を記載すること。



別記様式第7

専門技術者配置説明書

下記のとおり防炎表示を付する者の登録の基準第3第 4号に規定する専門技術者を品質管理部門に置いています。

備考

1  この用紙の大きさは、日本工業規格A4と すること

2 専門技術者の 「氏名」の下に、所属部署を記載すること。

3 「学歴」の欄には、工業化学等に関する学科又は課程を修了した学校名又は課程名を記載 し、卒業証明書

(写)を 添付すること。

4 「防炎処理又は研究の従事期間」の欄には、防炎処理又は研究に従事した年月数を通算して記載すること。

5 登録基準第 3、 4(1)及 び (2)に 該当しない者を専門技術者とする場合には、備考櫛にその旨を記載し、

その者が防炎加工のための知識及び技能を有することを証する書類等を添付すること。

記

氏  名 生 年 月 日 住   所 学   歴
防炎処理又は

研究の従事期間
備  考



別記様式第8

防炎物品の品質管理方法の説明書

1 品質管理組織

① 組織図

(品質管理部門、生産等に携わる部門等の組織での位置づけを明らかにする。)

② 責任者の所属、役職及び氏名

(品質管理 (受入、払出、防炎性能の確認)の 責任者の所属、役職及び氏名を明らかにする。)

品質管理責任者  (所属)__十 一  (役職)

(氏名)

2 検査基準

(1)検 査の方法

① 検査項目及び検査基準

(検査をどのような試験方法により行うかを明らかにする。例 :消防法施行規則第 4条 の3第 ○項第○号に定

める試験方法。)

② 検査方式及び判定基準

(検査の対象となる防炎対象物品等の抜取りの方法を明らかにする。)

(抜き取りの方法、判定の基準を明らかにする。例 :日本工業規格」ISZ9015の 抜取検査による。)

③ 不合格となったロットの処理

検査に合格したロットについては、防炎性能を有していると認め、防炎ラベルの貼付を行うこととする。

また、不合格となったロットについても適切な措置を行うものとする。

(検査合格、不合格時の処理を規定する。)

(2)検 査及び検査結果の判定を行う者

(検査を行う者、検査結果を判定する者の要件 (学歴、役職等の要件)を 明らかにする。防炎性能の確認 (検

査及び検査結果の判定を含む。)を 登録確認機関に行わせる場合には、者の要件に代えてその機関の名称を記

載する。)

3 書類の管理

① 記録の保存方法及び保存期間

検査の結果等は、ファイルにつづり、十~年 間保存する。

(検査結果、判定結果の記録の保存方法、保存期間を明らかにする。)

② 保管場所

本方法書及び検査の結果等のフアイルは、_に 保管することとする。

(保管を行う場所 (事務所等)を 明らかにする。)

備考 この用紙の大きさは、日本工業規格A4と すること。



別記様式第9

防炎物品の受入管理及び払出管理方法の説明書

1閣
既解塀報疑金導欝窒ぼ染謝醇曹誓1霊督功に行うとともに、2の様式の例により、その内容を記録
する。)

2受 入及び払出の記録の様式

(様式の一例)

年 月 日

防 災 物 品

の

種類及び名称

受  入 払   出 庫

量

在

数 備 考

数量 受入先 数量 払出先

備考 この用紙の大きさは、日本工業規格A4と すること。
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防炎表示を付する者の登録の基準等の運用上の留意事項

第 1  趣旨

本留意事項は、 「防炎表示を付する者の登録の基準及び登録確認機関に申込みをしたことを証

する書類をもって代えることができる添付書類を定める件 (平成 12年 消防庁告示第 9号 。
以下

「登録基準」という。)」 及び 「防炎性能に係る耐洗たく性能の基準 (昭和 48年 消防庁告示第

11号 。以下 「耐洗たく性能の基準」という。)」 を運用するにあたって必要となる留意事項を

定めるものとする。

第 2 防炎表示を付する者の登録の基準の運用上の留意事項

1 登録基準第 3の 製造業者

(1) 製造業者とは、防炎物品の生地その他の材料の製造(製造過程における防炎性能を付与す

るための処理を含む。)を自ら又は下請け等により行うとともに、防炎表示を付し、当該物

品の品質に関し責任を負う者をいうものであること。

(2) 防炎性能を与えようとする生地その他の材料の鑑別に必要な器具とは、顕微鏡、試薬(塩

酸、硫酸)等をいうものであり、防炎薬剤の調合に必要な器具とは、計量計、比重計等を
い

うものであること。

(3) じゅうたん等に均
一に防炎性能を与えることができる設備とは防炎薬剤を混入 した接着剤

を均一に塗布する設備等をいうものであること。

(4) 防炎性能を測定するための機器とは、消防法施行規則 (昭和 36年 自治省令第
6号 。以下

「規則」という。)第 4条 の3第 4項 から第 7項 に規定する燃焼試験装置、恒温乾燥器、
デ

シケーターその他燃焼試験の種別に応じてそれぞれ必要な器具をいうものであること。

(5) 現に使用 している洗たく機については、耐洗たく性能の基準の第 3に 定める水洗
い洗たく

機及び ドライクリーニング機の基準に適合しないものであつても消防庁が、当該基準
に適合

する洗たく機と同等以上の性能を有すると認めるものについては、当分の間、洗たく試験
に

使用できるものであること。なお、耐洗たく性能の基準に適合しない生地その他の材料又
は

耐洗たく性能試験を行わない防炎物品である生地その他の材料については、規則別表第
1の

2の 2の 防炎表示の様式のうち 「洗濯をした場合は要防炎処理」を付記 した表示を付すこと

となるが、この場合の製造業者にあっては、洗たく試験機を要しないものであること。

(6) 適正な品質管理を行うことができる組織とは、品質管理に関する権限及び責任
の所在が明

らかであり、かつ、防炎物品に関して実質的に
一定の機能を有する機構をいうものであるこ

と。

(7) 資材の受入検査基準、製品検査基準及びこれらの検査結果の記録方法とは、 (6)の 機
能

を果たすために品質管理を行う組織によって実施されるものであり、他社又は他部門
より資

材を受入する際の品質、形状等の検査方法及びその基準、防炎物品の製造、処理の過程及
び

完了時における品質、形状等の検査その他の防炎性能の確認の方法及びその基準並び
にこれ



らの検査結果等の記録及び保存に関する方法であること。

(8) 専門技術者の要件のうち、工業化学に関する学科又は課程とは、工業化学、化学工業、応

用化学、高分子化学、合成化学、繊維工学等の学科又は課程をいうものであること。

(9) 登録基準第 3、 4(3)に 規定される消防庁長官が認めた者とは、防炎加工を行うために

必要な知識及び技能を修得したものとして、消防庁長官が認める者であること。

(10)専 門技術者は、品質管理部門のみに限定されるものでなく、防炎物品の製造を担当する

部門に置くことができるものであること。

2 登録基準第 4の 防炎処理業者

(1) 防炎処理業者とは、防炎性能を有しない生地その他の材料に防炎性能を付与するための処

理をする者及びカーテン、どん帳等の防炎対象物品に防炎性能を付与するための処理を行う

者をいうものであること。

(2) 防炎対象物品に防炎性能を与えるために使用する防炎薬剤は、法令等により防炎加工薬剤

としての使用を禁じられた薬剤に該当しないものであること。

(3) 浸漬することにより防炎性能を与えることが困難なものとは、どん帳、幕類等で、浸漬設

備では均質及び円滑に防炎性能を付与するための処理ができないものをいうこと。 したがっ

て、噴霧器による吹き付け処理は、カ
ーテン等の防炎対象物品については、認められないも

のであること。ただし、消防機関が立会う場合にあっては、この限りでない。

(4) 品質管理を行うことができる組織については、品質管理部門を有している者にあっては第

2、 1(6)に 準じ、品質管理部門を有していない者にあっては、品質管理に関する責任者

を有していること。

(5) じゅうたん等については現在のところ製造工程において防炎性能が付されており、後処理

することにより防炎性能を与えるものはないため、じゅうたん等については防炎処理業者は

ないものであること。

3 登録基準第 5の 合板の製造業者又は防炎処理業者

(1) 合板の製造業者又は防炎処理業者とは、防炎性能を有する合板を製造する者又は防炎性能

を有しない合板に防炎性能を与えるための処理をするとともに、防炎表示を付す者をいうも

のであること。

(2) 防炎性能を与えようとする合板の鑑別に必要な器具とは、合板用引張り試験機、含水率計、

ノギス等をいい、防炎薬剤の調合に必要な器具とは、計量計、比重計等をいうものであるこ

と。

(3) 専門技術者の要件のうち、工業化学に関する学科又は課程としては、工業化学、化学
工業、

応用化学、高分子化学、合成化学、繊維工学、林学又は林産学の学科又は課程をいうもので

あること。

4 登録基準第 6の 輸入販売業者

(1) 輸入販売業者とは、防炎対象物品又はその材料を輸入 し、その防炎性能を確認し
て防炎物

品として販売する者をいい、輸入され、防炎物品として確認されたものを買い入れ、そのま

ま販売する者は輸入販売業者には該当しないものであること。また、輸入され、防炎物品と



して確認されたものを買い入れ、そのまま販売せず、材料等を切売りする場合は、5に 示す

裁断 ・施工 ・縫製業者に該当するものであること。

(2) 品質管理のための機器について、じゅうたん等のみを輸入販売する者は、耐洗たく性能の

基準に規定する試験機は必要ないものであること。

5 登録基準第 7の 裁断 ・施工 ・縫製業者

(1) 裁断 ・施工 ・縫製業者とは、防炎性能を有する生地その他の材料からカ
ーテンその他の防

炎対象物品を縫製する者、防炎性能を有するじゅうたん等を施工する者、又は防炎性能を有

する生地その他の材料を裁断し、切売りする者をいう。縫製とは、カ
ーテン、工事用シー ト、

幕等を作製すること及びじゅうたん等にあってはピ
ースものを作製することを、施工とはじ

ゅうたん等を床、階段等に敷く作業をいう。裁断とは生地その他の材料である原反の
一部を

切り、2以 上の部分にわけることをいい、 2以 上の部分にわけることによって新たに防炎ラ

ベルの貼付の必要となる行為がともなうものを登録表示者とするものである。また、じゅう

たん等にあっては、施工する場合にあらかじめ施工し易いように原反を裁断する者をいうも

のであること。

(2) 防炎物品の受入管理及び払出管理の方法とは、防炎物品の取引き年月日、取引き先(小売

販売する場合の相手先は除く。)、防炎物品の種類、名称、数量、在庫量、防炎性能の確認

の結果その他必要事項を正確に把握するための方法及びその記録の方法であること。

第 3 防炎性能に係る耐洗たく性能の基準の運用上の留意事項

1 この耐洗たく性能基準は、防炎物品(カ
ーテンその他これに類する幕類)に規則別表第 1の 2

の2に 掲げる4種 類の防炎表示の様式のうち、いずれを付すべきかを判定するためのものであ

ること。

2 水洗い洗たく又は ドライクリ
ーニングを5回 繰り返し行うのは、当該防炎対象物品の耐用年

数及び洗たく頻度等を考慮したものであること。

3 試験体の数は、水洗い洗たく、 ドライクリ
ーニングごとにそれぞれ必要な数であること。

4 試験体の大きさが、規則第4条 の 3第 4項 に規定している燃焼試験の際の大きさより周囲5

センチメー トルずつ大きくなっているのは、洗たくによる布のほぐれを考慮したものであるが、

著しいほぐれを起すおそれのある布にあっては、あらかじめ試験体の周囲のほぐれを防止する

措置を施すこと。

5 水洗い洗たく機及び ドライクリ
ーニング機の寸法については、それぞれ基準の別図に示 した

とおりであるが、製作上の形状、寸法の許容誤差は認められるものであること。

6 上記 5の ほか耐洗たく性能の基準に示した各種数値 (洗たく回数及びすすぎ回数の数値を除

く。)は、標準値であること。なお、温度の数値については、その特殊性から次の範囲まで認

めるものであること。

イ 液  温  プラスマイナス2 度

口 乾燥温度  プラスマイナス5度

7 ドライクリーニングにおいて、規定の時間洗じょうを行った後において、試験体にパ
ークロ



ルエチレンの添加剤が残留するおそれがあるときは、洗じょうの量と同量のパ
ークロルエチレ

ンですすぎを2回 行うこと。

8 洗 じょう等に用いたパークロルエチレンは、原則として使用後は廃棄するものであるが、蒸

留装置、ろ過装置等を用いて不純分を取り除いたものは、繰り返し使用してさしつかえないも

のであること。

9 パークロルエチレンは、
一般有機溶剤に比して毒性が強く粘膜刺激作用、中枢神経障害等を

起こすおそれがあるため、使用時の管理については、次の事項を特に注意されたいこと。

イ パークロルエチレンの蒸気重さは空気の4.8倍 程度あることから室内の低位置に換気

口を設ける等の配慮をすること。

口 空容器等は、常に密栓し、かつ、室外の安全な場所に保管すること。

第4 防炎性能の確認に関する留意事項

防炎性能の確認とは、製造等を行う防炎対象物品またはその材料について、製造等の体制のチ
ェ

ック及び防炎性能試験の結果等に基づき、防炎性能が継続的に安定して確保されていると認めるこ

とであること。


